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新発見！ 新発見！

▲須玖遺跡群の権

←裏面につづく

話
題
の
権
が
や
っ
て
く
る
！

　

今
年
の
夏
に
企
画
展
「
発
見
!!
弥
生
時
代
の
権
」
で
、

新
発
見
の
10
倍
・
30
倍
権
を
中
心
に
須
玖
遺
跡
群
や
福

岡
県
内
・
県
外
の
権
な
ど
を
展
示
す
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令

に
よ
り
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
月
か
ら
の
宣
言
解
除
に
よ
り
、
市
民
の

み
な
さ
ま
に
広
く
発
信
し
た
い
と
思
い
、
資
料
館
の
外

で
出
前
展
示
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
倍
・
30
倍
権
を
ふ
く
め
た
須
玖
遺
跡
群
出
土
の
権

を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
!!

【
問
い
合
わ
せ
先
】
春
日
市
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
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昨
年
度
に
続
き
弥
生
時
代
の
権
（
分
銅
）
が
新
た
に
発
見
さ

れ
、
新
聞
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
夏
に
行
っ
た
須
玖
岡
本
遺
跡
の
確
認
調
査
の
報
告
を

い
た
し
ま
す
。

新
発
見
と
弥
生
時
代
の
十
進
法

　

昨
年
末
に
全
国
紙
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
大
き
く
報
じ
ら

れ
た
須
玖
遺
跡
群
の
権
（
分
銅
）。
今
年
は
全
国
初
で
あ

る
10
倍
権
・
30
倍
権
が
新
た
に
発
見
さ
れ
、
合
計
10
点

に
な
り
ま
し
た
。

市
役
所
で

待
っ
て
る
よ

　

権
は
、
物
の
重
さ
を
は
か
る
と
き
に
使
う
お
も
り
で

す
。
須
玖
岡
本
遺
跡
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
青
銅
器
生
産

遺
跡
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
重
さ
の
基
準
は
韓
国
で
発

見
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
約
11
・
４
ｇ
で
あ
り
、
青
銅
器

生
産
技
術
と
と
も
に
朝
鮮
半
島
か
ら
「
は
か
り
（
計
量

技
術
）
」
が
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

１
？
・
３
・
６
・
10
・
20
・
30
倍
が
あ
り
、
権
の
組

み
合
わ
せ
方
か
ら
、
須
玖
遺
跡
群
の
弥
生
人
が
十
進
法

を
使
用
し
た
可
能
性
を
示
す
重
要
な
資
料
で
す
。

会
期
：
10
月
27
日(

水)

～
12
月
24
日(

金)

場
所
：
春
日
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル 

歴
史
コ
ー
ナ
ー

開
庁
時
間
：
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

「
発
見
!!
須
玖
遺
跡
群
の
お
も
り
」
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け
ん

1 1 2

1 2 3

1 3 4

2 3 5

11
1 2 3 6

61 7

62 8

63 9

63 1 10
▲十進法の図　上のおもりのように、１・２・３・
６倍があれば 10 倍まで、10・20・30・60 倍があれば

100 倍まで効率よく重さをはかることができます。



岡本地区 25 次調査

盤石地区８次調査

熊野神社

奴国王墓

岡本地区 23 次調査
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▲盤石地区８次調査

▲岡本地区 25 次調査と盤石地区８次調査

１
号
土
坑

▲

岡
本
地
区
25
次
調
査

▲ 　

昨
年
度
、
熊
野
神
社
北
西
側
で
発
掘
し
た
同
遺
跡
岡

本
地
区
23
次
調
査
で
は
、
甕
棺
墓
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
弥
生
時
代
中
期
の
住
居
跡
か
ら
青
銅
器
鋳

型
の
破
片
が
出
ま
し
た
。

　

青
銅
器
は
当
時
の
最
先
端
の
技
術
で
作
ら
れ
る
た
め
、

鋳
型
は
他
地
域
で
は
殆
ど
出
ず
、
奴
国
の
王
都
須
玖
岡

本
遺
跡
の
卓
越
性
を
再
認
識
す
る
発
見
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
25
次
調
査
は
、
23
次
調
査
地
の
西
側
、
一
段

下
が
っ
た
場
所
に
な
り
ま
す
。
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
た

こ
と
は
な
く
、
一
昨
年
度
に
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
を

行
い
、
数
ヶ
所
に
穴
が
掘
ら
れ
た
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

須
玖
岡
本
遺
跡
岡
本
地
区
25
次
調
査

　

岡
本
地
区
23
次
調
査
の
道
路
を
挟
ん
だ
東
側
で
の
調

査
で
す
。
北
側
法
面
の
工
事
を
行
う
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
遺
跡
が
あ
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

上
面
で
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
小
規

模
な
発
掘
で
し
た
が
、
弥
生
時
代
の
住
居
跡
９
軒
な
ど

を
検
出
し
ま
し
た
。

　

鋳
型
の
破
片
な
ど
も
出
た
こ
と
か
ら
、
岡
本
地
区
23

次
調
査
同
様
、
こ
の
一
帯
で
青
銅
器
生
産
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

須
玖
岡
本
遺
跡
盤
石
地
区
８
次
調
査

　

甕
棺
墓
の
可
能
性
を
考
え
、
発
掘
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
そ
こ
に
は
穴
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
代
の
瓦
な

ど
を
捨
て
た
穴
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
来
の

地
形
か
ら
数
十
㎝
は
削
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
め
遺
跡
は
殆
ど
確
認
で
き
ず
、
北
側
に
検

出
し
た
２
・
５×

０
・
９
ｍ
の
穴
（
１
号
土
坑
）
く
ら

い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
穴
は
、
日
常
生
活
に
関
連
す
る
も
の
で
、
お
墓

に
関
連
す
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
須
玖
岡
本
王
墓
か
ら
南
側
に
は
、
墓
地
は
広
が
っ

て
い
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。


